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五
月
二
十
八
日
（
水
）
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い
て

第
六
十
八
回
秋
田
県
建
設
技
能
組

合
連
合
会
定
期
大
会
が
全
県
各
地

よ
り
代
議
員
・
役
員
・
表
彰
者
を

含
む
六
十
余
名
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

大
会
は
鷹
巣
組
合
の
中
嶋
友
規

氏
と
矢
島
組
合
の
渡
部
昌
禎
氏
を

議
長
に
選
出
し
、
石
成
大
会
準
備

委
員
長
の
経
過
報
告
の
後
、
表
彰

状
授
与
に
移
り
令
和
六
年
度
の
優

良
組
合
員
八
名
と
、
特
別
表
彰
と

し
て
七
名
の
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
佐
々
木
会
長
の
挨
拶
で

は
、
日
頃
か
ら
会
員
の
皆
様
に
対

し
ま
し
て
県
連
合
会
事
業
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
近
年
、
全
国

で
も
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、

特
に
秋
田
県
で
は
人
口
減
少
に
よ

り
有
事
の
際
の
復
旧
工
事
に
携
わ

る
技
能
者
の
確
保
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
と
の
災

害
協
定
に
基
づ
き
、
今
後
は
各
自

治
体
に
も
各
単
組
と
共
に
協
力
を

依
頼
す
る
な
ど
、
引
き
続
き(

一

社)

Ｊ
Ｂ
Ｎ
全
国
工
務
店
協
会
を

通
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織

体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
る
会
員
の

減
少
な
ど
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
技
能
者
の
育
成
・

技
能
の
錬
磨
・
労
働
環
境
の
改
善

な
ど
、
会
員
が
一
致
団
結
し
て
我
々

業
界
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
課
題
に
対
し
ま
し
て
互
い
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
時
代
に
即
応
し

た
魅
力
あ
る
組
織
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と
を
報
告
し
、

挨
拶
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
大
会
議
事
で
は
質
疑

応
答
の
後
、
全
て
承
認
と
な
り
、

締
め
の
万
歳
三
唱
を
大
会
運
営
副

委
員
長
の
斎
藤
忠
氏
が
行
い
、
大

会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

県
議
会
議
員
技
能
議
員
連
盟
の
柴

田
会
長
並
び
に
髙
橋
幹
事
長
、
県
職

業
能
力
協
会
の
佐
藤
会
長
が
来
賓

を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
懇
親
会

は
盛
会
裡
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
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令
和
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優
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木
村　

義
一
（
鹿
角
十
和
田

・
大
工
）

古
川　

五
広
（
大　

館
・
大
工
）

小
松　

喜
悦
（
大　

館
・
大
工
）

中
島　
　

敏
（
鷹　

巣
・
大
工
）

鈴
木　

淳
一
（
協　

和
・
内
装
）

高
橋　
　

忍
（
仙
北
南
部
・
大
工
）

武
藤　

政
悦
（
仙
北
南
部
・
ア
ン
カ
ー
工

）

高
橋　

忠
男
（
羽
後
町
・
塗
装
）

会
長
特
別
表
彰

木
村　

勝
義
（
鹿
角
十
和
田

・
大
工
）

田
村　
　

栄
（
大　

館
・
塗
装
）

小
坂　

忠
美
（
鷹　

巣
・
大
工
）

髙
田　

敏
雄
（
鷹　

巣
・
大
工
）

齊
藤
敏
比
己
（
雄　

和
・
畳
工
）

渡
邊　

達
美
（
由
利
本
荘
・
大
工
）

佐
藤　

義
喜
（
に
か
ほ
市
・
大
工
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
六
十
八
回

定
期
大
会
開
催
力
を
合
わ
せ
て

魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
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会
員
の
皆
様
に
は
暑
中
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
二
十
日
（
日
）

に
投
開
票
の
あ
り
ま
し
た
秋
田

県
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
県
連
合
会
よ
り
適
任
候
補

者
と
し
て
推
薦
を
い
た
し
ま
し

た
自
民
党
公
認
候
補
者
の
中
泉

松
司
氏
が
七
年
ぶ
り
の
国
政
へ

の
復
帰
に
向
け
、
県
連
合
会
並

び
に
多
く
の
企
業
や
組
織
か
ら

の
推
薦
を
受
け
、
選
挙
戦
へ
望

み
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
再

選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
昨
年
の
衆
議
院
選

挙
同
様
に
自
民
党
に
対
す
る
政

治
批
判
や
物
価
高
騰
に
よ
る
政

府
の
コ
メ
政
策
な
ど
多
く
の
無

党
派
層
が
、
国
民
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
公
約
を
訴
え
た

野
党
候
補
に
流
れ
、
逆
風
に
よ

る
厳
し
い
情
勢
に
拍
車
が
か
か

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
民
党
批
判
の
多
い
中
、
中

泉
氏
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
県
連
合
会
会
員
の
皆
様
に
は

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
衆
議
院
同
様
に
自
公

政
権
は
過
半
数
割
れ
と
な
っ
た

た
め
法
案
の
可
決
に
は
野
党
の

協
力
も
必
要
と
な
り
国
会
運
営

に
大
き
な
影
響
が
で
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
度
の
結
果
を

通
し
、
自
民
党
は
国
民
の
厳

し
い
批
判
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
県
連
合
会
で
は
秋
田
県
議
会

議
員
技
能
議
員
連
盟
と
の
意
見

交
換
会
や
、
秋
田
県
知
事
へ
の

陳
情
な
ど
関
係
団
体
と
一
緒
に

我
々
建
築
技
能
者
の
処
遇
改
善

に
向
け
た
要
望
を
継
続
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
県
連

合
会
事
業
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
六
十
八
回
定
期
大
会
も

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
お

陰
様
を
も
ち
ま
し
て
無
事
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
各
単
組
か
ら

推
薦
さ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
優
良
組
合
員
並
び
に
特
別

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様

に
は
、
長
年
の
ご
功
績
に
敬
意

を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
の
活

躍
に
も
あ
ら
た
め
て
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

定
期
大
会
後
の
六
月
十
九
日

(

木)

に
は
第
一
回
各
専
門
部
会

議
と
第
二
回
理
事
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
事

業
計
画
に
基
づ
き
協
議
し
た
部

会
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
に
開
催
す
る
全
県
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
に
、
多

く
の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
情
勢
を
見
ま
す
と
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
も
長
期
化
し
、
一
向

に
収
ま
る
気
配
す
ら
な
く
、
世

界
経
済
の
行
方
は
先
行
き
の
見

え
な
い
状
況
が
続
き
、
ア
メ
リ

カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
一

月
の
復
帰
以
降
、
物
価
や
燃
料

費
の
高
騰
が
あ
る
中
で
、
日
本

か
ら
の
輸
入
品
に
対
す
る
相
互

関
税
を
発
表
し
、
今
後
の
動
向

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
木

材
価
格
の
上
昇
や
各
種
住
宅
資

材
の
値
上
が
り
な
ど
、
特
に
県

内
で
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
を

受
け
、
住
宅
着
工
数
の
減
少
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
県
民

の
皆
様
に
は
新
築
住
宅
以
外
の

提
案
と
し
て
、
我
々
の
強
み
を

活
か
し
た
大
規
模
改
修
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
提
案
し
て
お

仕
事
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
各

種
補
助
金
制
度
を
活
用
す
る
な

ど
地
域
の
皆
様
に
有
意
な
情
報

を
提
案
し
、
お
客
様
と
の
住
ま

い
づ
く
り
の
信
頼
関
係
を
築
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
に
お
い
て
は

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
が

十
三
年
目
を
迎
え
、
新
築
住
宅

に
対
す
る
県
産
材
の
利
用
促
進

に
向
け
た
あ
き
た
材
県
内
住
宅

販
路
強
化
事
業
も
引
き
続
き
継

続
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
十
一

月
に
は
秋
田
県
知
事
に
対
し
、

関
係
団
体
と
一
緒
に
県
民
の
皆

様
が
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な

る
よ
う
各
種
補
助
事
業
の
要

件
の
緩
和
や
各
種
要
望
を
提
案

し
て
お
り
ま
す
。
省
エ
ネ
基
準

法
改
正
に
よ
る
対
応
、
担
い
手

確
保
の
問
題
、
職
人
の
処
遇
改

善
、
人
手
不
足
に
よ
る
外
国
人

材
の
活
用
、
空
き
家
対
策
、
労

務
費
の
問
題
な
ど
我
々
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
県
連
合
会
で
は
会
員
の
皆
様

の
知
恵
と
経
験
を
活
か
し
、
ご

意
見
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
発
表
す
る
補
助

金
に
よ
っ
て
は
県
や
各
市
町
村

の
様
々
な
補
助
事
業
と
の
併
用

も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
に
は
最
大
限

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報

の
共
有
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

も
連
日
猛
暑
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

う
、
各
自
で
体
調
管
理
な
ど
の

対
策
に
留
意
し
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
お
仕
事
に
励
み
技
術
技

能
の
研
鐙
に
努
め
、
組
織
の
基

盤
と
な
る
会
員
の
確
保
と
後
継

者
育
成
の
た
め
、
引
き
続
き
仲

間
づ
く
り
へ
の
お
声
が
け
を
お

願
い
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

秋
田
県
建
設
技
能
組
合
連
合
会

会　

長　

佐
々
木
　
正
　
美

新築住宅に対する県産材の利用助成「あきた材県内住宅販路強化事業」申請受付中

ご
　
挨
　
拶

大手ハウスメーカー対策の講習会を開催予定

県連合会会員へのサービスをご存じですか

　㈱ＹＫＫ APサッシメーカー担当者による、「断熱施
工と2025住宅省エネキャンペーン補助金について」
をテーマに講習会を予定しております。
　詳しい日程が決まり次第、会員の皆様にあらためて
ご案内いたします。

　各単組には毎年４月に、県の公共工事への入札参加
の経営事項審査のため、県建設政策課へ提出する技能
組合員名簿をお願いしております。また、新たに８月
１日より秋田県自動車安全運転センターが管理するSD
カード所有者向けの優遇サービスの運用を開始いたし
ました。ご登録を希望される方は各単組へ配布いたし
ました登録用紙をご提出ください。

 

 

 

  

 

すべての世帯が 

対象です！ 

住宅省エネ２０２５キャンペーン 

先進的窓リノベ最終年

※リフォーム工事は最大 60 万円
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建設業退職金共済制度（建退共）は最寄りの建設業協会、または県連合会で加入できます。
労働保険への加入は技能センターまたは取扱い単組へお問い合せください。
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築
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築
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年
の
部　

振
隅
木
、平
タ
ル
キ
、

　

ひ
よ
ど
り
栓
、
取
合
い
小
屋
組

　

青
年
の
部　

振
れ
垂
木
小
屋
組　

●
課
題
材
質
（
前
年
度
と
同
様
）

壮
年
の
部
、
青
年
の
部
共
に
ス
ギ
材

　

建
築
大
工

　

壮
年
の
部　

七
時
間

　

打
ち
切
り
時
間
七
時
間
十
五
分

　

青
年
の
部　

五
時
間
三
十
分

　

打
ち
切
り
時
間
五
時
間
四
十
五
分

※
建
築
大
工
青
年
の
部
の
入
賞
者

は
、
年
齢
に
関
係
な
く
壮
年
の
部

に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

・
連
合
会
と
連
携
し
た
建
設
国
保
へ

の
加
入
促
進

・
社
会
保
険
制
度
（
雇
用
・
労
災
・

健
康
保
険
）
の
一
〇
〇
％
加
入
へ

の
対
応

・
青
年
対
策
部
会
と
合
同
に
よ
る
全

県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
そ
の
他
福
利
厚
生
事
業
へ
の
加
入

促
進
（
建
退
共
、
慶
弔
共
済)

・
建
設
国
保
本
部
に
よ
る
支
部
指
導

監
査

秋
田
県
議
会
技
能
議
員
連
盟
と
の
意

見
交
換
会

●
日
時
・
会
場

　

令
和
七
年
九
月
三
十
日
（
火
）

　

午
後
五
時
十
五
分
〜

　

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

●
会
費
　
八
千
円

※
詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
十
一
回
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

●
日
時
・
会
場

　

令
和
七
年
九
月
二
十
一
日
（
日
）

　

道
の
駅
て
ん
の
う

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

※
今
年
も
昨
年
同
様
多
く
の
組
合
員

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

第
五
十
八
回
全
県
技
能
組
合
研
修

●
開
催
予
定

　

令
和
七
年
十
一
月
二
日
（
日
）

※
詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
六
十
二
回
全
県
技
能
競
技
大
会

●
日
時
・
会
場

　

令
和
七
年
十
一
月
十
三
日
（
木
）

　

午
後
八
時
三
十
分
競
技
開
始

秋
田
県
関
係

・
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
　

外
国
人
材
確
保
事
業

・
県
県
民
生
活
課

　
　

秋
田
県
豪
雪
対
策
事
業

・
県
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　

秋
田
県
空
き
家
対
策
事
業

・
県
建
設
政
策
課
（
担
い
手
確
保)

　
　

建
設
産
業
人
材
確
保
加
速
化
支

援
事
業

・
県
技
術
管
理
課
（
職
人
基
本
法)

　
　

建
設
工
事
従
事
者
安
全
健
康
確

保
推
進
会
議

・
県
林
業
木
材
産
業
課

　
　
（
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト)

　
　

秋
田
県
木
材
利
用
促
進
委
員

会
、
あ
き
た
材
県
内
住
宅
販
路

強
化
事
業

・
県
建
築
住
宅
課
、
政
策
課

　
　

災
害
協
定
に
よ
る
応
急
修
理
制

度
、
名
簿
登
録
（
建
設
業
許
可

業
者
経
営
事
項
審
査
加
点
）

・
県
議
会
（
県
知
事
へ
の
陳
情)

　
　

秋
田
県
議
会
技
能
議
員
連
盟
と

の
意
見
交
換
会

関
係
団
体
・
学
校
関
係

・
県
建
設
業
協
会

　
　
（
県
内
高
校
生
進
路
状
況)

　
　

秋
田
県
建
設
産
業
人
材
確
保
育

成
事
業

・
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　

若
年
技
能
者
人
材
育
成
支
援
事

業
連
携
会
議

　
　
（
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
、
派
遣
）

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
、
も
の
づ

く
り
教
室
、
技
能
検
定
試
験

・
教
育　

県
立
工
業
高
校

　
　

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
﹁
木
材
加
工
部
門
﹂
補
佐
員

派
遣

全
国
組
織
関
係

・
国
土
交
通
省
（
秋
田
杉
匠
の
会)

　
　

地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業

・
全
国
工
務
店
組
織

　
　

災
害
協
定
に
よ
る
応
急
木
造
仮

設
住
宅
建
設

　
　
（
一
社)

Ｊ
Ｂ
Ｎ
全
国
工
務
店

協
会
、（
一
社)

全
国
木
造
建

設
事
業
協
会
（
匠
の
会
、
建
築

労
組
）

そ
の
他

・
設
計
労
務
単
価

　
　
（
国
が
毎
年
発
表
す
る
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
を
適
用
）

・
新
規
会
員
の
会
員
証
発
行

・
県
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

　
　
（
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
優
遇
店
登
録)

資
格
・
講
習
会
関
係

・
増
改
築
相
談
員
、
建
築
大
工
登
録

基
幹
技
能
者
資
格

・
建
築
施
工
管
理
技
士
試
験
準
備
講
習

令
和
七
年
度　

県
連
合
会
が
関
わ
る
各
種
事
業
及
び

関
係
団
体
等
の
主
要
会
議

　
（
一
社
）
Ｊ
Ｂ
Ｎ
全
国
工
務
店
協

会
の
賛
助
会
員
で
あ
り
ま
す (

一

財)

ベ
タ
ー
リ
ビ
ン
グ
協
会
よ
り
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
わ
る
設

備
・
建
材
部
品
を
暮
ら
し
の
テ
ー
マ

か
ら
検
索
で
き
る
「
人
生
一
〇
〇
年

時
代
の
リ
フ
ォ
ー
ム
応
援
ナ
ビ
サ
イ

ト
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
の
主
要
住
宅
建
材
メ
ー
カ
ー

十
四
社
が
リ
フ
ォ
ー
ム
で
実
現
し
た

い
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
か

ら
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、
目
的
に

あ
っ
た
商
品
を
提
案
し
て
く
れ
る

ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
お
答
え
す
る
今
ま
で

な
い
専
用
サ
イ
ト
で
す
。

会
員
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご

自
身
の
ス
マ
ホ
で
検
索

し
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　今年も６月14日(土)に８職
種(８団体)が家族連れや子供達
を対象にものづくりの魅力を発
信しました。参加した大館組合

の皆さん
大変お疲
れ様でし
た。

令
和
七
年
度
　
県
連
合
会
事
業

（
一
社
）
Ｊ
Ｂ
Ｎ
全
国
工
務
店
協
会

賛
助
会
員
事
業
の
ご
紹
介

2025　ものづくりフェア in 大館開催
（県職能開、県技能士会主催）
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県
連
合
会
で
は
八
月
十
三
日（
水)

よ
り
八
月
十
五
日（
金)

ま
で
事
務
の
取
扱
い
を
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
通
常
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
八
月
十
八
日（
月)

よ
り
行
い
ま
す
の
で
、

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
休
業
の
お
知
ら
せ

◆大館市
　北地区コミュニティセンター

13：20～15：40

大館会場 8/26火

◆横手市生涯学習館 Ao-na　
　スタジオ「NEMATTE　かま蔵」

13：20～15：40

横手会場 9/29月

お 申 込 み
お問合わせ

〒010-0951
秋田市山王5丁目7-6(林泉会館内)

秋田県地球温暖化防止活動推進センター
（認定NPO法人環境あきた県民フォーラム）

TEL：018-853-6755　FAX：018-853-6765 【8：30～16：30（月～金曜日）】　E-mail：mail@eco-akita.org

　住宅や建築物の利用によって多くのＣＯ２が排出されており、地球温暖化に歯止めをかけ
るためにも、施主、建築士、施工事業者が｢いいものをつくり、しっかり手入れし、長く使う｣
という意識を持つことが大切です！
　本セミナーでは、ＣＯ２の排出を抑えたライフサイクルの実現に必要な情報として、実際に
断熱リフォームを手がけている建築士や施工事業者から取組事例等を紹介いただきます。

住宅・建築物の利用その他

日本全体の年間CO2排出量の
なんと「約３分の１」!!

セミナーの次第
●挨拶
●情報提供

・秋田県の温暖化対策について

主　催

後　援

●リフォーム事例紹介
　　★有限会社西方設計　代表取締役　西方 里見　氏
　　★志村建設株式会社　代表取締役　志村 定弘　氏
●意見交換・質疑応答
　　基調講演講師、リフォーム事例紹介者による意見交換

●基調講演

「断熱リフォームのすすめ」
　　★秋田県立大学システム科学技術学部
　　　教授　長谷川 兼一　氏

　住宅や建築物の利用によって多くのＣＯ２が排出されており、地球温暖化に歯止めをかけが排出されており、地球温暖化に歯止めをかけ
るためにも、施主、建築士、施工事業者が｢いいものをつくり、しっかり手入れし、長く使う｣
という意識を持つことが大切です！ 住宅・建築物の利用その他

脱炭素社会を
実現する
断熱リフォームセミナー

一般財団法人秋田県建築住宅センター

秋田県
共　催 秋田県地球温暖化防止活動推進センター

（認定 NPO 法人環境あきた県民フォーラム）

●閉会

参加無料
定員（各会場）

80名
お申し込みについては、
QRコードからホームページを
ご覧ください。▶

多数の皆さまの御参加をお待ちしております！
※本セミナーは、秋田県地球温暖化防止活動推進員等のスキルアップ研修会を兼ねて実施します。

第3弾 第３弾　あきた省エネ家電購入応援キャンペーン実施中（秋田県民限定）
詳しくは　あきた省エネ家電　を検索

対象 補助額（上限）

子育て世帯

持ち家型

18歳以下の子
供２人以上と
同居している
親子世帯

40万円（補助対
象額の20％）

中古住宅
購入型

18歳以下の子
供と同居して
いる親子世帯

60万円（補助対
象額の30％）

移住・
定住型

定着回帰型
実家に戻る移
住世帯

40万円（補助対
象額の20％）

中古住宅
購入型

中古住宅を購
入した移住世
帯

60万円（補助対
象額の30％）

断熱・
省エネ改修
（防災減災
改修）

持ち家型

断熱改修、開
口の断熱、ユ
ニットバス・
省 エ ネ 設 備
（熱交換型喚
気・ L E D 照
明）の導入

8万円（補助対象
額の10％）

秋田県　令和７年度住宅リフォーム推進事業

県リフォーム
詳しくは⇒

断熱セミナー

耐震化・耐震改修普及に対する支援事業　県建築住宅課　018-860-2561

秋田県内市町村等における住宅整備関連支援制度一覧　　　　　　　　令和７年４月１日現在

県ホーム
ページより


